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市民公開講座を開催し、耳鼻咽喉科診療について周知啓発した

活動内容と波及効果（４００字から６００字程度で記入してください。）
 　耳鼻咽喉科月間及び市民公開講座開催の周知のため、事前にポスター・チラシを病院・診療
所・補聴器販売店などに送付し、待合室での掲示や患者さんへの配布を依頼した。また仙台市
営地下鉄南北線・東西線の各駅（50箇所）に掲示・配布した。河北新報への新聞広告を2回、宮
城県政だより・仙台市政だよりへ掲載した。
　2023年3月19日（日）仙台市国際センター 大ホールにおいて耳鼻咽喉科月間　市民公開講座
を開催した。

1.いびきと睡眠時無呼吸について、2.花粉症について、3.加齢と難聴について、3つの演題で講
演した。聴覚障害対応としてヒアリングループを使用し、要約筆記をサブスクリーンに表示した。
　事前に募集した質疑をピックアップし、司会から各講師に質問し応答いただく様式で質疑応答
を行った。
　市民公開講座終了後に対面での無料相談を実施した。相談を希望した12名を専門医5名で対
応した。

リオン補聴器・マキチエ・ブルーム・コクレア各社の協力で補聴器・人工聴覚器などの機器を展
示した。また講師持参のnasal CPAP機器を展示した。
　聴衆は254名、入場前に配ったアンケートを149名から回収した。アンケートの感想は「分かりや
すかった」「参考になった」「早めに受診をする」など良好で耳鼻咽喉科診療に関しアピールでき
たと考える。
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